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１ はじめに

• キャラバン・メイトになろうと思ったきっかけ

はまロードと言う、横浜市が進めている緑化事業（ボランティア活動）で出会った方々の話題として、

認知症が出ました。ですが・・・私が認知症の話題についていけなかったのが始まりでした。

私は郵便局で働いており、先ほどの話題から、そう言えばあの方・・・とか、何度も通帳を再発行される
あの方・・・とか、それはもの忘れなのか？・・・それとも認知症なのか？・・・

分からない事が多く、気になってきました。

気になって認知症を調べると、認知症には波がある事が分かりました。

また、「良いイメージが残ると気持ちが穏やかになり、症状の進むスピードもゆっくりになる」

と言う事を知りました。正直びっくりしました。

町全体で取り組む事が出来たら素晴らしいだろうな～と当時思った事を覚えてます。

その後、キャラバン・メイトと言う資格がある事を地域ケアプラザの方に教えていただき受講しました。

取得時に、「ドキドキ・わくわく」した感じは、未だに覚えています。

後ほど、写真などで活動のご説明をさせていただきます。



２ 青葉区キャラバン・メイト連絡会立ち上げについて

・当時、青葉区役所主催の認知症キャラバン・メイト全体総会を開催していたので参加しました。

総会の一コマで、各グループに分かれて、情報共有や意見交換がありました。

意見交換で、様々な意見や悩みがある事を知りました。

初参加の私も、こんなに多くの意見が出るんだと驚きました。

・意見交換会で出たのは、

①メンバーが既に固まっているので、新規に資格を取得した人はチームオレンジに入りずらい。

（各地域ケアプラザごとにチームオレンジというのがあり、サポーター養成講座を開催している）

②他のチームオレンジではどの様な活動をしているのか？

（既にチームオレンジで活動している方）

③小学校や中学校・企業に対して、サポーター養成講座のお手伝いがしたい。

（どの様に小学校や地域企業に対して、サポーター養成講座の話をするのか？）

（企画書や報告書の作り方が分からない）



④資格を取得しても、一回も活動をしたことがない。
（取得しても、どこからも連絡がない・取り組み方が分からない）

⑤改正点や分からない事など、みんなで気軽に話せる機会が欲しい。
（半年に一度は欲しい）

⑥横浜市や青葉区内の認知症関係で、何の活動をいつ開催されているのか？
（情報が無く、どこで開催しているのかも分からない・・・）

⑦情報などは欲しいが、個人情報はあまり知られたくない。
(気軽に参加したい）

この①～⑦を何とか解決（実現）できないか？との思いから、青葉区役所・キャラバン・メイトの方々
と何度も意見交換を致しました。何も無いところからでしたので、連絡会の規約作成から、個人情報の取
り扱い、気軽に相談や企画に参加できる体制づくり等について何度も議論を重ねました。

・当初は令和５年４月１日にスタート予定でしたが、上記の体制づくりに難航し１年延びました。
そして、令和６年４月１日に青葉区キャラバン・メイト連絡会を立ち上げ、スタート致しました。

本部は、薬剤師の上地さん（クリエイトSD） ・ 介護福祉士の柿本さん（Shields・代表）
星さん (鴨志田地域ケアプラザ) ・ 中尾さん（市が尾郵便局・局長） ・ 金子の５名です。
今後、本部の人数は増やす予定です。



認知症キャラバン・メイト連絡会 風景（総会・区役所）



３ 青葉区キャラバン・メイト連絡会 活動について（１）

・先ずは総会で出ていました、意見交換での悩み解消に取り組みました。

◎情報等については、lineチャットを導入しました。

①青葉区のキャラバン・メイトであれば、いつでも入会・退会が自由としました。（気軽に参加）

②自分の好きな名前で登録のみとし、本名・住所・電話番号の登録は不要として加入しやすくした。

（個人情報は不要）

③青葉区内の全１２地域ケアプラザ・青葉区役所・横浜市の情報を連携してチャットに発信している。

（情報は常に発信しているので、地域で何をしているのか分からない等は軽減しました）

現在５３名の加入者がおります。

※（スマホをお持ちでない方のご案内は、青葉区役所さまがFAXか郵送にて連絡）総会の連絡。

サポーター養成講座のメイト参加希望について、lineチャットでの申し込みでは、どこの誰かが分からな

い為、青葉区キャラバン・メイト連絡会のメールを作成して、そちらに申し込みをする形をとりました。

メール内でメイトさんとの直接やり取りですので、皆さん安心されており、好評をいただいております。





・活動を広げるにあたり、

①小学生から認知症を学ぶ事は重要との思いから、認知症を「難しく考えない・特別なことをするわけで
はない、温かい目で見守ったり、自分に出来る事をしよう」を上手く伝えられる様に寸劇などを導入。

②小・中学校 校長会議に参加させていただき、認知症サポーター養成講座の出前授業が出来る事を説明。
認知症サポーターキャラバン活動の拡大に繋げております。

③小学校での開催も増え、開催後、児童さん達が考えて「認知症とは」のチラシやクイズを作成してくれ
ました。このチラシ等は、青葉区役所や青葉台地域ケアプラザ・学校近くの郵便局で配られました。

④中学校で全生徒５００名を対象に開催、生徒会を柱としたサポーター養成講座を開催しました。

⑤企業間でも同じ取り組みをとの思いから、スーパー・生協・信託銀行・信用金庫・銀行・郵便局
クリーニング生活衛生同業組合でも認知症サポーター養成講座を開催しております。
（各企業にご来店されるお客様が、良いイメージ（気持ち）を持ってお帰りいただけるように寸劇などを
取り入れて、サポーター養成講座に取り組んでおります）

⑥青葉区内１２地域ケアプラザ様と連携を常に図り、イベント情報の提供・町内会・老人会・各団体に
対して認知症サポーター養成講座をしております。

３ 青葉区キャラバン・メイト連絡会 活動について（２）



認知症サポーターキャラバン風景【小学校】（１）



認知症サポーターキャラバン風景【小学校】（２）



認知症サポーターキャラバン（小学校児童さん作成①）



認知症サポーターキャラバン（小学校児童さん作成②）



認知症サポーターキャラバン風景（中学校）



認知症キャラバン・メイト連絡会 風景（区役所）



認知症キャラバン・メイト連絡会 風景（青葉台地域ケアプラザ）



認知症キャラバン・メイト連絡会 風景（町内会）






